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 冬の寒さも日に日に厳しさを増していますね。ついこの間ぱんだ組に進級、入園したように感じますが 

あっという間に 3学期となりました。ぱんだ組として過ごす最後の学期になります。 

 最近では廃材製作を始めています。いろんな廃材素材を出すと、各々で吟味しながら作りたいイメージを 

膨らませて、自分なりの作品を作っています。作品それぞれ思い入れがあるようで「見て！」「ここはね…」と 

こだわりポイントを語る姿が愛らしいです。ご家庭で廃材がありましたら、活動に使わせていただきますので、 

お持ちいただければ嬉しいです。 

 また、お友だち同士のかかわりも増えてきていて、保育室もより一層にぎやかになっています。「一緒に遊ぼう」と誘い合い、 

イメージを共有しながら遊ぶ姿が印象的です。大好きなごっこ遊びもそれぞれ役割を持って遊べるようになり、こちらも子どもた

ちの遊びの様子を見ているのが楽しいです。お友だちとのかかわりが増えてきた分、トラブルも増えましたがその都度間に入り、

相手の気持ちを考えられるように言葉を掛けています。そんな経験を通してお友だちとの関わりを学んでいる時期だと思いますの

で、ご家庭でも暖かく見守っていただければ幸いです。 

 3学期は進級に向けて、年少組との交流の時間を多く取っていき、進級後のイメージが具体的になるようにしていきます。また、

2月に迫った発表会も、子どもたちのなりきって遊ぶ姿や歌って踊ることを楽しむ姿をお見せできるように進行中です。今のぱんだ

組の等身大のかわいらしい姿をお見せできればと思いますので、お楽しみにしていてください。 

 ぱんだ組で過ごす時間もいよいよ残り僅かとなりましたが、来年度へ向け、みんなで少しずつ準備を行いながら、たくさんの思

い出を作って過ごしていきたいと思います。 

  

 

３学期の目標 

 ・友だちや保育者と一緒に集団遊びを楽しむ。 

・寒さに負けず、戸外で外の自然を感じながら身体を動かして遊ぶ。 

・簡単な身の回りのことを自分で行い、出来たことを喜ぶ。 

・進級することに期待を持つ。 


